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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　当該構造（４６）を通る電気信号の伝達に影響を与える様々な導電率又は誘電率を有す
る多数の領域を含む構造（４６）の内部の画像を形成する方法であって、
　前記構造（４６）を通る平面に沿って、前記構造（４６）の外部表面に沿って配置され
る一連の電極（４４）を設けるステップと、
　前記電極（４４）への入力のための一連の電気信号集合であって、各々が前記電極（４
４）の各々への入力のための電気信号パターンを含むような一連の電気信号集合を与える
ステップと、
　前記電極（４４）に前記電気信号集合（Ｖi）の各々を相次いで印加するステップであ
って、各々の信号集合の印加が前記構造（４６）の内部に回転電場を発生する、印加する
ステップと、
　各々の信号集合の印加に応答して、前記電極（４４）から測定電気信号集合を得るステ
ップと、
　前記測定電気信号集合により、前記電極（４４）が周囲に配置されている前記構造（４
６）の領域での前記構造４６の内部を表わす導電率分布又は誘電率分布を算出するステッ
プと、
　様々な導電率又は誘電率を有する２以上の領域を含む前記構造（４６）の前記内部を表
わす画像データを決定するステップと
を備えており、
　前記導電率分布又は誘電率分布を算出する前記工程は、前記導電率分布に基づくエネル
ギ関数、及び前記測定電気信号集合を導電率に関する電圧値の変化の関数として表現する
順モデルを定義することと、前記エネルギ関数と前記順モデルに基づく関数との間の差の
偏導関数がゼロに等しくなることを要求することとを含んでいる、方法。
【請求項２】
　前記一連の印加電気信号集合（Ｖi）は各々電圧入力パターンを含み、前記測定電気信
号集合は各々測定される電流レベルを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記一連の印加電気信号集合（Ｖi）は電圧入力パターンを含み、前記測定電気信号集
合は測定電流レベルを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記構造（４６）は、様々な導電率を有する物質が流れるコンジットである、請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　前記物質は、石油（８６）及び炭化水素ガス（８８）を含んでいる、請求項４に記載の
方法。
【請求項６】
　前記コンジット（４６）を流れる液体物質及び気体物質の相対比を決定するために画像
情報が用いられる、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記構造（４６）は、様々な相を有する物質が流れるコンジットである、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　前記印加電気信号集合は、λ個の電圧励起パターン集合を含んでおり、各々のパターン
がＬ（Ｌ＝１～ｋ）個の電極（４４）の一つに印加され、前記電圧パターンは、
【数１】

請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記測定電気信号集合は、前記導電率分布を決定するのに用いられる少なくともλＬ個
の測定データ要素を含んでいる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記導電率分布又は誘電率分布を算出する前記工程は、Ｎが前記導電率分布又は誘電率
分布を定義するのに用いられる値σjの総数に等しい場合にｊ＝１～Ｎについての導電率
値又は誘電率値σjの集合について前記エネルギ関数を
【数２】

として定義するステップであって、
　前記測定電気信号集合を導電率又は誘電率に関する電圧値の変化の関数として表現する
前記順モデルは、
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【数３】

として表現され、式中、Uiは、ｉ＝１，２，３，…，Ｍである場合に前記電極（４４）に
おいて測定される前記電気信号集合において総数Ｍのデータ要素を含むベクトルである、
定義するステップと、
【数４】

となるような関数F(σj)を、前記エネルギ関数と前記順モデルに基づく関数との間の差の
偏導関数がゼロに等しくなるように評価し、これにより前記構造の前記内部の部分を表わ
す導電率分布又は誘電率分布を決定するステップと
を含んでいる、請求項１に記載の方法。
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